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成人学習者のニーズに対処する成人教育の課題

池 木 清
(H本橋女学館短期大学）

はじめに（要約）

我が国の成人教育は，成人男性の参加が少ないために不毛が嘆かれてきたが，
２年前に放送大学がスタートすると多数の成人男性が入学した。成人男性が社会
教育の中の成人教育に出て来ないのは‘職業に役立つ学習が少なすぎるからでは
ないか，また成人教育はもっと'幅広い多様な機関で受けとめるべきではないかと
考えられる。
先駆的な機関の学習者であるうえに，成人-一般とその属性構成が類似している

放送大学学唯の意識は，今後の成人教育に示唆をあたえる点が多いと思われるの
で，これを推要対象とし、更にその比較対象とするため各種の多少とも先駆的な
学習機関での成人学習肴の葱‘識を調査した。
「成人学習臂意識調査｣と名付けたこの調査の結果によると，放送大学当局や調

査対象にした各種の学習機関自体はあま})実学を重じている風はないのに，学生
（学習者）の側では職業に結びつけた目的意識で学習を行なっている者がかな}）
の割合で見られた。また，放送大学学生はもとより，各種の学習機関での成人学
習者も，入学試験さえなければ大学等の高等教育機関での学習（正規入学または
一部科目の学習）に強い意欲を示している。
このような成人の学習需要を適切に受けとめるためには，第１に高等教育機関

の成人教育分野への本格的な参入の促進，第２に社会教育の近代化とその学習内
容の高度化・実学化，第３に成人教育面での民間活力の活用が必要であり、これ
らが我が国の成人教育の当面の課題といえよう。
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１職業不在の社会教育と放送大学の登場

成人一般を対象とした教育は，これまでのところ我が国では主として社会教育
の範囲の中で考えられてきた。そして，特に成人男性の社会教育への参加が少な
いことから，しばしばその不毛を嘆く者が多かった。しかし，このことは決して
我が国の成人一般が学習意欲を持っていないとか，実際に学習をしていないとか
を意味するものではない。いや，それどころか，日本の戦後40年の驚異的な経済
発展を支えた大きな要因のひとつとして，成人一般の絶えざる学習による新事態
への適応力の高さを挙げることは，経済界のほぼ一致した見方であろう。
しからば何故にそのようなギャップが生じたのか。答えは明らかである。これ

までの社会教育の大勢が．戦後40年の間に成人一般の主流を占めるようになった
都市サラリーマン層の学習要求にマッチするものを提供しようとしなかったから
である。このことは，２年前に放送大学という全くニューフェースの教育機関が
登場した際に、社会教育の場にはほとんど引っ張り出すのは困難とされてきた成
人男性と男女職業人が大挙してこれに殺到した事実によっても例証される｡(椎'）
伝統的な農村社会の頃の体質をそのままに狭い地域意識ばかりが前面に押し出
され，教養や家庭や体育レクはあっても職業不在の社会教育（第１表参照）の場
に，老若男女を問わず近代的な都市勤労者層が魅力を感じず．出て来ようとしな
かったのはむしろ当然であって，社会教育関係者が自らのありようをかえりみず
して他を責めるのは見当はずれである。
生涯教育推進の立場からは，いったい現代の成人一般がどのような目的で何を

学びたいと考えているのか，どのような学習機関を望んでいるのかという基本に
立ち返って検討しなおす必要がある。そして．成人教育をこれまでのように狭い
社会教育の範囲内で考えるのではなく，幅広く多様な機関がその受け皿として考
えられるべきである。もちろんこういったからとて、社会教育自体の近代的体質
への転換の必要性と可能性を否定するものではなし､。
筆者の以上のような見解は，先に挙げた放送大学や第３セクターによる学習提

供機関などの新しいタイプの成人教育機関が近年次々と登場していること並びに
既存の大学等の高等教育機関が社会人への門戸開放へ少しずつではあるが動きは
じめていることなどによって，既に実際にも具体化の方向にある。
そこで，このような先駆的な機関等で学習している成人学習者の意識を調査す
ることにより，今後の成人教育の進むべき方向が示唆されるのではないかと考え
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成人学習者のニーズに対処する成人教育の課題la3
い者でも，学習ニーズ調査等の対象者になると、積極的な回答を行う場合が多く，
実際には学習活動となって顕在化しないレベルの1m答が調査の大勢を/I§ｲI･してし
まう結果になりがちだからである。
そこで，現に学習している者の意識を調べて，それ以外の者も含めた全体の学

習需要を推しはかる資料とすることも必要となってくる。ただ、既に指摘したよ
うに、社会教育の学習者の現状は偏っているので，性別・年齢構成等がより成人
全体に近い学習者集団はないかとの観点から検討すると，放送大学学生が浮かび
あがってくる。
放送大学学生は，性別も不思議なほど均衡しているうえに、年齢櫛成も極端な
偏りはない。現在の日本の人ｕ構造をあたかも写すが如く，団塊の世代をピーク
に18歳から高齢者まで幅広く分布している(第２表参照)。また，学歴構成を見て
も高卒者を主体としてよ')高学歴の者も低学歴の者も適当に含まれ，この点でも
現在の成人一般の構成に近い。更に，学習内容も放送大学の場合にはほとんどあ
らゆる学問分野にまたがっていて、あまり偏りがない。
このような理IIIから、本論では放送大学学生の意識を成人学習滞要のありよう
を示唆するものとして砿祝する次第である。

３成人学習者の学習目的

成人学習者がその学習を自分自身の人生の中でどう位置付けているのかは興味
ある問題であるが，成人学習者意識調査によると，例えば放送大学の全科履修生
（卒業を目的として学ぶ学生で､一般の大学での学部学生に当たる。以下単に｢全
科生」と略称する｡）の場合，「学ぶこと自体を目的としているので特に何かに生
かそうとは考えていない」とその学習を自己目的的に捉えている者がちょうど４
割でかなり多いが，それとほぼ同じ程度の割合(38.0%)で学習を仕事目的（｢新
い､仕事を得るために生かしたい」または「これまでの仕事をよりよく遂行する
上で生かしたい｣)と関連付けて考えている者がおり，成人の学習との関係の密接
性を示唆している。
ところが従来の社会教育は，成人教育においてさえ職業に関する内容を著しく

軽視してきている。全国的な実態を指定統計である文部省の「社会教育澗査」で
みると．昭和58年度間に教育委員会が行なった成人一般対象の社会教育学級・講
座32,922のうち、「職業知識・技術の向上」を内容とするものはわずか1,490で，
4.5％にすぎない。公民館に於ける成人一般対象の社会教育学級･講座でも、その
割合は少し上がるものの8.6％にとどまっている。要するに，成人一般を対象とし
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成人学習者のニーズに対処する成人教育の課題〃Ｉ
が学習の機会を失うのではないかという点である。これを解決するには，公的社
会教育の中にある施設利用事業の活用が考えられる。主催事業の場合と異なり，
施設利用事業は一般に公的負担は少なく、受益者側との間に学習内容の公的必要
性等に応じて適切な経費分担をはかることができる。それでも，すべての経費に
利潤まで加えて受益者負担を求める必要のある民間経営体での学習に比べれば、
公的施設利用による学習者はよほど低廉な費用負担で自らの好む学習が可能とな
ろう。
民間社会教育に関連してもうひとつ問題になるのは，近年地方公共団体が第３
セクターを作って，成人教育事業に乗り出しはじめていることである。成人学習
者意識調査においても，それらの中から千葉市民文化大学と江東区文化センター
を調査対象としたが，これらの機関からの聞き取り調査によると，受益者負担が
公的社会教育の場合よりは高く，民間社会教育のそれよりは安いというところに
ひとつの特徴が見出される｡(侭7》そして．いずれの担当者もが強調していた利点は，
公的社会教育の多くの場合のようなダダではないために，出席率が明らかによく
なることである。少しでも出費をすれば元を取ろうという気になって学習意欲も
生じ簡単には欠席しない。こういった点を考慮すれば，第３セクター方式の成人
教育事業もそれなりの存在理由を持つと思われるし，一定の受益者負担を求める
ことによって，高度な専門性を持つ講師が得られるならば，人々の高度化した学
習需要にも応えることができよう。

〔注〕
(l)放送大学の初年度（昭和60年度第１学期）の入学者は，全体で17,038人で，
うち男性は8,375人で49.2％とほぼ半数を占めている。また，男女を通じた職
業別ではは，有職者が67.7％で全体の３分の２を超えている。有職者のなか
では，会社員，銀行員，公務員などの雇用者が圧倒的に多い。

(2)「成人学習者意識調査｣は，放送大学と連携協力する関係にある放送教育開
発センター（国立大学共同利用機関）の「放送大学に関する調査研究」の一
環として．昭和61年度に筆者が中心となって実施した調査である。放送大学
学生(全科履修生及び選科履修生)、千葉市民文化大学．江東区文化センター，
横浜アカデミー専門学校，金沢大学公開講座、柏市中央公民館，大阪市立婦
人会館，藤沢市の公民館等の各機関の学習者を調査対象とし，学習の動機・
目的，学習参加の要因，学習成果，学習終了後への期待等の学習に関する意
識過去の学習歴，高等教育機会への要望度，並びに現在の生活満足度，人
生観，勤労観，社会貢献観，余暇観．性別役割観，人生設計等の基本的な価
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成人学習者のニーズに対処する成人教育の課題I43
ある。
江東区文化センターの場合は，多数の総座があり受講料の設定もそれぞれ
に異なるため一概にいえないが,昭和61年度では１回当た!)にすると概ね400
円～1,000円の受講料となっている｡応募者数はほとんどの講座で定員を上回
っており，こちらも大変盛況である。


